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特殊相対論 No。 1 Galilean transformation

1.静止系κ からの観沢1

(a)静止系κから見て,速さyで動く座標系κ′の原点の座標χ および速さυで動く物体

の位置 ∬を求め,以下の表を完成させなさい .

(b)縦軸にX系の時刻 ι,横軸にκ 系からみた位置 ″,Xを とって,上の表をグラフに描

きなさい.これを時空図 (space―tillle diagraIII)と いい,軌跡を世界線 (wOrld line)と い

う.ι 軸からの傾きは速さを表すので,以下では taII θ=y,tan 9=υ としよう。

2.速 さ1/で動くκ′
系からの観測

(a)速 さyで動いているκ′
系から見て,κ 系の原点の座標 χ′と物体の位置χ′,およびそ

れぞれの速さ y′ ,l1/を 求め,以下の表を完成させなさい。
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4.Galilei変 換の式は行列を使って

(■ |)

と書くことができる。

(a)こ の行列式が 1であることを確かめなさい .
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(b)上の式 (1)を ι,″ について解き, Galild変 換の逆変換を求めなさい
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逆行列を求めて

5。

もよい .
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時空面積保存則 (特殊相対論 No.5参照)
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(a)tan θ=yと したとき,cos θ,sin θをy で表 しなさい。
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(b)長さが1と αc=71+1/‐2の 2辺が角 (舌 ―θ)で交わつている平行四辺形を描いて,

の面積が1と なることを示しなさい。
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(C)y=0・5m/sの ときαc=71+y2の値を求めなさい
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6。 今 日の講義でわかつたこと 。わからなかつたこと。感想などを書きなさい。(自 由記載)
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番 号

特殊相対論 Noel-2 Galilean transformation

氏名

1.ガ リレイ変換 (1)よ り,時間微分 &と 空間微分 会 はいかに変換するか .
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2.d'Alembertian(ダ ランベルシャン
)

多募―姦          ②
は,ガ リレイ変換 (1)に対してどのように変換するか.こ こで cは光速である.(特殊相対論

No.4-2参照)
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